
4歳児 きいろ組 指導案 

 

                                                               2年保育 4歳児 

男児14名 女児13名 計27名 

１．クラスの実態 

幼児の姿 本日までの指導の経過 

 

 

・ 家庭で慣れ親しんだままごとやブロックなどを使ってごっこ遊びをしたり、クレヨ

ンで自由画を描いたり、油粘土で自分なりの表現を楽しんだりする姿が多く見られ

る。 

・ 広告紙や色画用紙などを使って、丸めたり貼りつけたりして自分なりのイメージを

表現しながら遊びを楽しむ姿が見られる。 

 

 

 

・ 戸外では、水を使った砂遊びや、様々な遊具を使いながらごっこ遊びを楽しんでい

る。「貸して」「いいよ」など、言葉のやりとりも増え、友達同士のかかわりも徐々

に多くなってきている。 

・ 固定遊具では、繰り返し遊びを楽しみながら、順番を守ったり、危険な遊びをしな

いように気をつけたりできるようになってきた。 

 

 

 

・ 水を使った砂遊びを経験し、裸足で遊ぶことが楽しめたので、初めての絵の具遊び

は、戸外で木と木の間にロープでビニールシートを下げ、のびのびと「ぬたくり遊

び」ができるようにした。筆やスポンジバケでシートの隅々までいろいろな色で繰

り返し塗ることを楽しみながら満足感を味わっていた。 

・ 「虹だ！」「反対側にお友達が見えるよ」など、遊びを楽しむ中で幼児なりの気付

きや発見があった。教師がそのつぶやきを一つ一つ大切に受け止めることで、意欲

的に取り組むことができた。 

・ 自分の手で実際にゆび絵の具に触れることで、その感触や混色の面白さを味わうこ

とができている。 

 

 

 

 

・・ 幼児一人一人の声に耳を傾けたり、それぞれの遊びに教師が十分にかかわったりし

て、幼児が安心して幼稚園生活が送れるようにする。 

・ 家庭で慣れ親しんだ遊具を十分に用意し、好きな遊びを繰り返し楽しめるようにす

る。 

 

 

 

 

・ 素材の特性を生かして遊べるように、幼児と一緒に考えたり、作ったりする。 

・ 幼児のイメージを大切にし、素材を十分に用意し、思いを実現できるように援助し

ていく。 

・ 道具の正しい使い方や約束を全員が共通理解できるようにすると共に、一人一人が

十分に繰り返し道具を使える環境を整えていく。 

 

 

 

 

・ 手で直接触る感触を、教師も一緒に味わったり混色の面白さに共感したりしていく。 

・ ぬたくった後に指で描けることへの気付きを大切にし、本日の活動につなげていき

たい。 

 

 

「先生、見て見て！」 

絵の具との出会い「虹が描けたよ！」 

「いらっしゃいませ！○○屋さんでーす」「オニごっこやろうよ！」 

安心して遊べる環境の中で、幼稚園での生活について知っ

てほしい。 

様々な素材に触れ、遊びに生かしてほしい。 

ゆび絵の具の感触や混色の面白さにふれてほしい。 



２．展開                                                                   

 

ね
ら
い 

・ゆび絵の具の感触を味わい、自分なりの表現を楽しむ。 内
容 

・空き箱製作やごっこ遊びで友達と一緒に遊ぶ。 

・フィンガーペインティングで描いた模様を画用紙にうつして遊ぶ。 

時刻 生活の流れ 環境構成と教師の援助 

8:15~ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

9:50 

 

 

10:15 

 

 

 

 

 

10:45 

 

 

11:20 

 

 

 

12:30 

○登園する 

・挨拶をする 

・所持品の始末をする 

・お便り帳にシールを貼る 

 

○好きな遊びをする 

・空き箱製作 

・ごっこ遊び 

・段ボール遊び 

 

○片付けをする 

・用便を済ませる 

 

○フィンガーペインティングで

遊ぼう 

・机やビニールシートにぬたくり

遊びをする 

・模様を描いて画用紙に写す 

 

○片付けをする 

・用便をすませる 

 

○給食の準備をする 

・手洗いうがいをする 

・歌、挨拶をする 

・食事をする 

・片付けをする 

 
朝の出会い 

・ 元気に明るく挨拶をし、幼児を迎える。 

・ 表情や声の大きさなどで心身の健康状態などを視診す

る。 

好きな遊びをする 

・ 空き箱製作では、幼児と一緒にどんなものがつくりた

いのか会話をしながら、素材を提示したり、イメージ

を共有したりして援助する。 

・ ごっこ遊びでは親しみのある音楽を幼児が自由に流せ

るようにし、ステージや客席等も準備しておく。 

・ 段ボール遊びでは、秘密基地のようなものの中で一緒

に遊んだり、友達とのかかわりが少ない幼児を誘った

りして援助する。 

片付け 

・まだ遊びたいという気持ちを受け止めながら、幼児一人

一人が進んで片付けに参加できるよう言葉をかける。 

・皆で協力して片付け、きれいになった気持ちよさを感じ

られるようにする。 

給食 

・ 苦手な食べ物でも食べることができたら十分に褒め、

自信につなげていく。 

・ 落ち着かず、出歩いてしまう幼児に対しては、なぜ出

歩いてはいけないのか幼児自身が気付けるように言葉

をかける。 

・ 食後の歯磨きも磨く場所を幼児が意識できるよう言葉

をかけながら一緒に行う。 

フィンガーペインティングで遊ぼう 

◎ 幼児一人一人の遊びの取り組み方を考慮しながら、机

やビニールシートなど、ダイナミックに遊べる場所や

落ち着いて感触を味わえる場所を用意しておく。 

・ ゆび絵の具の感触を幼児と一緒に味わいながら、指で

描く楽しさを周りの幼児にも伝えていく。 

◎ 画用紙に写しだすコーナーでは、出来あがった作品の

面白さを共感したり、一緒に写しだしたりして援助す

る。作品を周りの幼児へ知らせることで、様子を見て

いる幼児が意欲的に活動に取り組めるよう配慮する。 

・ 友達の顔や服に絵の具をつけないよう注意しながら様

子を見守る。 



 

13:00 

 

13:45 

 

14:00 

 

 

 

 

14:30 

・歯磨き、うがいをする 

○戸外遊び 

・砂場や固定遊具、鬼遊びなど 

○片付けをする 

・用便をする 

○降園準備 

○降園前のひととき 

・絵本 

・教師の話を聞く 

・歌「おかえりのうた」 

○降園する 

 

３．環境構成 

                                                   ※雨天時（絵本の部屋）         廊下側 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

                                                   テラス側 

降園前のひととき 

・ 手遊びや絵本などを楽しみ、落ち着いた雰囲気で降園

できるようにする。 

・ 今日の出来事で面白い遊び方や良かったことなどを紹

介し、その幼児を認めると同時に、友達同士のかかわ

りのきっかけとなるようにする。 

戸外遊び 

・ 戸外で身体を動かしてのびのびと遊べるように教師も

一緒に遊びに加わりながらルールの確認や話し合いを

して援助する。 

※雨天の場合は「のんびりタイム」 

 

           

 

ビニールシート 

   

 

          ぬたくりコーナー 

 

 

          写しだしコーナー 

 

 

 

園庭 

園舎 
 

 

遊戯室 水道 

水道 

 

・机には４辺に芯を貼り

付け、はみ出ないよう

にする。 

・写しだしコーナーの机

にはﾋﾞﾆｰﾙﾃｰﾌﾟで４つ

に区切り、一人ずつ絵

がかけるようにする。 

 

 

   

  ぬたくりコーナー 

 

 

 

 

                写し出しコーナー 

 

 

 

 

 

 

※床にはブルーシート、棚にはカバーをしておく。 

 

青、緑コーナー 赤、黄コーナー 

赤、黄コーナー 

青、緑コーナー 

雑巾用意 

 

 


